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◆振り返り◆ 

今回の活動の始まりは窓から差し込む光と影に気付き“これは、なんだろう？”と不思議そうにし

ていた姿からでした。光と影についてもっともっと深めていき、子ども達の“なんだろう？”“こうす

るとどうなるのかな？”という探究心や好奇心をくすぐるような体験にしたいと思い進めていきまし

た。まずは、どんな活動をすると子ども達が驚いたり感動するのか保育者で話し合い、手触りが良く

色が透けて見える板を選びました。 

早速、お部屋の窓側に色の付いた板を用意すると目の前にかざして眼鏡のようにしたり、色や形から

イメージして顔を作ったりお料理をしてみたりと遊び方は様々ですが、どの子も目をキラキラさせて

遊んでいた姿がとても印象的でした。その中でも子ども達が発する言葉からも驚きや新しい発見、“こ

の子はこんな事を思っているのか”“今◯◯に気が付いたな！”と改めて感じることもできました。

第１回は太陽の光と影の不思議さを楽しんだので、第２回は部屋を暗くしてライトの光と影を楽しめ

る活動をすることにしました。最初は自分の身の回りの物を照らしていましたが、色の付いた板を照

らしてみると同じ色の影ができることに気が付いたり、「あかになった！」「次はこの色にしよう！」

と自分なりに試していく姿や“こうするとどうなるかな？”と工夫して遊んでいる姿からも子ども達

の心がどんどん動いていくのが感じられました。動物や食べ物の形をした画用紙をライトに照らすと

影になって映ることや、光を当てる距離でも大きさが変わることにも気が付きました。そして、光の

前に立つことで自分の影が映し出され、その様子を見ていたお友達も一緒になって自分の影を見て遊

んでいました。まだ、年齢的にも大人と同じように理解することはできませんが、美しい物を見て「き

れい！」「ぴかぴか！」と感動したり「みてー！」と新しい発見をした時には目を丸くして教えてくれ

たりと、心が動く瞬間を色んな方法でアピールしてくれます。これからも子ども達の心が動く瞬間や

“これはなんだろう？”と不思議に思う気持ちを見逃さずに過ごしていきたいなと思います。また私

達保育士も子ども達と一緒に楽しみながら今どんなものに興味を示しているのかをしっかりとキャ

ッチし “今度はこんなものを取り入れてみよう”“こうするともっとたのしそうだな”、など試行錯

誤しながら子ども達がわくわくどきどきできる活動を考えていきたいなと思います。 


